体育嫌いの要因を探る―実態調査から― by 内田 純子
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平成１６年度卒業研究（抄録）
体育嫌いの要因を探る
－実態調査から－
内田純子
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私は、子どもの頃から体育の授業が大好きであり、体育は自分の中でもっとも得意とする
教科でもあった｡現代の小学生の体育に対する意識はというと、「一番好きな教科は体育であ
る」と､43％の児童が選んでいる。（1999ベネッセ研究所調査）しかし､子どもたちの中には、
体育を苦手とし、嫌う児童が多くいるのも事実である。中には、「体育などという教科はなけ
ればよい」と言う児童もいる。ボランティアでの授業の指導補助や教育実習の中でも、体育
を嫌がる児童が何人か見うけられたのだが、体育が好きだった私にとっては、その子たちの
気持ちを元分に理解してあげることができていなかったように思う。
一体、何が子どもたちを体育嫌いにさせるのだろうか。子どもというものは、遊ぶことが
大好きである。休み時間に校庭で走りまわっている子どもたちが、体育の時間のマラソンを
嫌がるのはなぜなのだろう。体育を嫌う子どもたちにとっての体育の時間は、きっとその子
にとっては大きな苦痛になり、孤独を感じてしまう蒋鞠になってしまっているはずである。
体育嫌いの要因としては、多くのことを予想することができる。しかし、その要因を一般的
に知るだけでまく、子どもたちの生の声を聞き、子どもたちと共に考えていくことが、実際
に教育現場に腱わっていく私たちにとって重要になってくるだろう。
新学習指導要領によって、体育科の授業時数は、年間105単位時間が90単位時間に削除
された。そのような今だからこそ、体育の必要性・重要性も見直されてくる。すべての児童
が体育を好きになってほしいと願うと同時に、これからの時代に、ますます問題になってく
るであろうこの課題について、研究していきたい。
1．研究方法
児童の体育に対する意識を癩ろため、実習枝である神奈川県の相模湖町立内郷小学校全学
年２７７名を対象としたアンケート調査を行った。アンケート用紙は、低学年．中学年．高
学年の三種類に分け、学習指導要領における領域について児童に「好きか嫌いか」をストレ
ートに間う代表質問形式とした。
中学年・高学年では、「体育の中で一番好きなものと苦手涙もの」を記入してもらう。さ
らに高学年には、「授業の中で嬉しかったこと、嫌だったこと」をそれぞれ:書いてもらい、
i題目についての考察に入ることにした。
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私が行った調査内容は次の通りである。
i低学年」
１．たいい〈のじかんは、すきですか？
２゜かけっこは、すきですか？
３．プールのじかんは、すきですか？
４ポールをつかうゲームは、すきですか？
※すき・きらいの二択で答える。
『中学年』
１体育のじゅぎようは好きですか？
2.走ることは好きですか?
３．プールのじゅぎようは好きですか？
４．マット運動は好きですか？
５．とび箱は好きですか？
６．鉄ぽうは好きですか？
７．ポールをつかう運動は好きですか？
８，体育の中で、一番好きなものはなんですか？
９．体育の中で、苦手なものはまんですか？
※好き・ふつう・きらいの三択で答える。８，９については、自分の考えを記入する。
『高学年』
1．体育の授業は好きですか？
２，持久定は好きですか？
３．水泳は好きですか？
４マット運動は好きですか？
５．とび箱は好きですか？
６．鉄ぼうは好きですか？
７．ポールをつかう運動は好きですか？
８、体育の中で、一番好き左ものはなんですか？
９．体育の中で、苦手なものはなんですか？
１０．体育の授業の中で、うれしかったことはありますか？どんなことがうれしかったで
すか？
１１．体育の授業の中で、いやだったことはありますか？どん姦ことがいやでしたか？
※大好き・好き・ふつう・きらい・大きらいの五択で答える。８～１１については、自分の
考えを記入する。
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2．本論
第一章「児童の実態調査」
エ体育に対しての児童の意識
実習杖におけるアンケート調査の結果は、以下の通りである。
第１．２学年……児童数86名（男子５１名、女子３５名）
小数点以下四捨五入
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＄第３．４学年……児童数80名（男子38名、女子42名）
驚
第５．６学年……児童数，４名（男子５６名、女子５８名）
第３～第６学年対象
◎体育の中で一番好きなもの
○サッカー、ドッチボール、バスケットボール、バレーボール左どのポール運動……“名
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○水泳……３６名
○とび箱……３０名
○走り高跳び、走り幅跳びなどの陸十種動……１８名
○走ること……１７名
○マット運動..…･'１名
○鉄棒……１０名
○鞍わとび……３名
○リレーなど、競争するもの..…･３名
○まい･･･…６名
◎体育の中で一番苦手なもの
○鉄棒……43名
○走ること……２６名
○水泳……２５名
○マット運動……２３名
○とび箱……２１名
○ポール運動……１７名
○なわとび…･･･３名
○ハーＦル..･･･３名
○走り高跳び……２名
○走り幅跳び……２名
○全部苦手……2名
◎体育の授業の中でうれしかったこと
○できなかったことができるようになった……３３名
○新しい技ができた……８名
○速く走れた時･･･…６名
○いい記録を出せた……６名
○目標を達成したこと……４名
○サッカーのシュートや、バレーのスパイクを決めたこ
時
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○自分が好きなことをやる授業の時……4名
○先生に褒められたこと……３名
○一位になったこと……１名
○自分のチームが勝ったこと……1名
○うれしかったことは無い……38名
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体育嫌いの要因を探る
◎体育の授業の中で嫌だったこと
○できたい時……ｎ名
○自分だけができない時･･･…4名
○苦手な授業の時……5名
○ポールがあたって笑われたこと……4名
○疲れること、面倒左ことをやらされること……３名
○失敗した時に叱られた……２名
○先生の教え方が嫌……２名
○寒いのに無理にやらされた……2名
○できないのにやらされた……】名
○水泳でテストをやらされた……１名
○走ってばっかりの時……】名
○友達ともめたこと･･･…１名
○友達がズルをしたこと……１名
○やりたいことをやらせてもらえなかったこと……１名
○できていたことができなくまった……1名
○マットで頭が痛くなったこと..…･】名
○ダイムが遅い時･･･…１名
○自分のチームが負けたこと……１名
○嫌なことがたくさんある……３名
○全部が嫌……1名
○嫌だったことは無い……６１名
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Ⅱ研究結果の考察
①各領域での傾向
アンケート調査によると、体育の授業が好きだと言う児童は、ノ ソ riiﾉ司画-J已勺廷、悴育の撞栞が好きだと言う児童は、低学年は93％、中学年
では79％と多くを占めているが、高学年になると、６４％と大きく減っている。この差
は、学年を増すごとに幅広くまってくる領域に関係があると考えることができよう。低学
年や中学年では、遊びとの関連が強いものが多い。しかし、高学年では領域の数も増え、
技術を必要とする運動へと発展していく。そのような中で、児童のそれぞれの領域に対す
る苦手意識も強まるであろうし、優劣の差もはっきりと見えてきてしまう。どの領域にお
いても高学年に「嫌い」の人数が多いのは、児童の体育に対する不安感を多く抱いてしま
っているからなのだろう。
次に、アンケート調査から、各領域ﾘﾆおけち児童の傾向を考えてみることとする。まず、
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どの学年でも苦手とするものとしての多くを占めているのは、ｒ走る」運動である。嫌い
左理由としては「疲れるから」「タイムが遅いから」などというものが挙げられる。しかし、
体を動かせば疲れるのは当たり前である。サッカーをどの球技でも､体を動かせば疲れるのだ。
陣卜運動の中でも、走るという動作はただ足を運ぶだけの、児童にとってはとても単純な
動作であ為。この運動については、「走りなさい」と言う一方的な指導ではおもしろさも何
も感じることが出来まい。混じ走る運動の中でも、リレーといった競争は、比較的児童にと
って興味があり、熱中する。鐸卜諏動の中で、走り高跳びや走り幅跳びの運動を好きだと言
う児童が多いのも、そこに「跳ぶための動作」が加わってくるから左のだろう。
次に、「鉄棒」の運動について考えてみたい。鉄棒は、意外にも児童が苦手とするもの
として一番多かった。鉄棒の運動では、「技ができない」「怖い」等を理由としている。
鉄棒のような日常生活と掛け離れた運動では、指導者の対応によって児童の意識は大きく左
右される。ベネッセ研究所での「体育の学習の難しさ意識」の調査結果では、教師側も
｢できないから・技がわからない．指導ができない」を理由に、鉄棒運動を避ける傾向に
あることが事実として挙げられた。マット運動やとび箱運動といった器械運動でも、苦手だ
という児童が比較的多いのも、以上に述べてきた事と繍じと考えてよいだろう。
水泳においては、児童にとって夏の暑い時期にブールに入ることは、気持ちが良く楽しいこ
とであると考えられゐ。ただ、それはあくまでも「水遊び」であり、泳ぐことの技術が求めら
れてくると、苦手意識を持つ児童が増えてくるのが事実である。また、水泳は他の運動と比較
すると、運動の環境的条件と性格が大きく異なる。そのため、水を怖がってしまうと、全くも
って水泳の授業は成り立たなくなってしまうのだ。高学年ともなると、そこに泳力の差が伴っ
てくるのと共に、女子の中には水着を着て肌を出すことが嫌だという児童も出てくる。
－方、ポールを使う運動は好きなものとしての上位に挙げられる。これは、普段の遊び
と深く関わっている結果であると言えよう。実習杖での休み時間では、外遊びを奨励して
おり、多くの児童が校庭で学年の域を超えてドッチボールやサッカーなどの遊びをしてい
た。そのようをことからも、ポール運動は遊びにおけるウエイトが大きい。
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第二章「体育嫌いの原因とアンケートによる比較」
I児童の体型、体力の現状
実際の現代の児童の体型、体力の現状についての考察に入りたい。以下の図は、文部科学
省における「平成１５年度学校保健統計調査」での肥満児についての統計である。
平成１５年度、学校医から肥満傾向と靭定された者の割合は、図１を見ると小学校におい
て２６％と－番大きな割合を占めており、この１０年間は常に横ばい傾向にある。また、図
２の年齢別の方を見ると、９歳から１１歳において３％を超えており、１０歳及び１１歳で最も
高く３３％とまっている。
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図1学校種別肥満傾鹿の者の推移
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このことから､体育を嫌う児童が多かった５．６年生に､肥満傾向の者が目立つことが分かる。
肥満とされる児童が必ずしも体育嫌いだというわけではない。しかし、体型によって動きが
童〈、鈍くなってしまうことは確かであり、運動することを避けるようになってしまうこと
は充分に考えられる。
次に、児童の体力についてである。下の図は、３０年前と現代の週３日以上、運動やス
ポーツを実施する子どもの割合（％）の比較である。
※それぞれ､11歳の割合である
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承苧不父での秤育の疲菜を除く
男子 女子
３０年前 平成１４年 ３０年前 平成１４年
78.8 55.8（↓23.0） ７４．１ 28.6（↓４５５）
心昨
楴
碑
●
踊
輔
灯
共
●
夢
この表からも、明らかに自ら運動をする児童が減っていることが分かる。加速するコンピ
ューター社会の中で、外で思い切り遊ぶことをせず、室内のテレピゲーム左どで満足してし
まう児童が多いのだ。児童の体力低下の原因は、保護者をはじめとする国民の意識の中で、
外遊びやスポーツの重要性を学力の状況と比べ軽視する傾向が進んだことにあるとも考えら
れる。また、生活の利便化や生活様式の変化は、日常生活における身体を動かす機会の減少
を招いている。
児童の運動不足を招く直接的な原因としては、次の３つを挙げることができる。
Ｌ学校外の学習活動や室内遊び時間の増加による、外遊びやスポーツ活動時間の減少
2．空き地や生活道路といった子どもたちの手軽な遊び場の減少
3．少子化や、学校外の学習活動などによる仲間の減少
体のどこかが特別に弱いとか、悪いとか、というのではない。このようなタイプの児童の
場合、活発な運動に馴染みが無いのだから、体育の授業においても運動を楽しいと思えない
のが事実である。アンケートの中にも､｢体育は疲れる､面憾<さい」という回答があったが、
この点に当てはまると考えられる。
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Ⅱ体育の技能について
児童は､自分が友だちに比べて技能面で下位であることを強く意識してしまう傾向にある。
｢自分は人と違う」という劣等感は、児童の心に大きな傷をつけてしまうのだ。友だちから
下手であることを笑われ、恥をかくことに始まり、そのために体育全般において拒否反応を
起こしてしまう例が多く挙げられる。
アンケートでは「できたい時、自分だけができない時」が嫌なことの一番の結果として出
ているのも、これに関連している実態である。
「友だちに笑われた」という翻答の他に、「友だちともめた、友だちがズルをした」という
回答が見られる点からも、仲懸を通しての児童の影響も大きいことが分かる。
、教師が児童に与える影響
教師によって体育嫌いが作られてしまうケースについて述べたい。子どもというものは、
小学生にしても中学生にしても、そして高校生でも大学生でも、授業に関しては教縮におけ
る影響を避けることができない。特に小学生の場合は、この影響が著しい。
教師自身の人格に問題があったり、授業の進め方に原因がある場合、児童の体育に対する
イメージは悪くなる一方である。例えば、体育の授業を軽視したり、評価を上手下手だけで
決めてしまう教師がここに当てはまる。アンケートでは、うれしかったことの中に「先生の
褒められた」というのがあるのと同時に､嫌だったことの中には「先生の教え方､叱られた、
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無理にやらされた」左ど、教師と関わることが多く挙げられていることは見逃せない。
体育嫌いの児童が積極的に授業に出席することはまれであり、そのような児童が、自ら進
歩や上達を望むことは難しい。その分、教師の児童に対する評価法や授業内容が問題となっ
てくる。言ってしまえば、子どもが授業を好きになるのも嫌いになるのも、教師による影響
がほとんどなのである。教師が変わることによって、体育嫌いを克服することは充分に考え
られるのだ。
篭
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第二章「体育嫌いが招くもの」
Ｉ体育嫌いは子どもたちをどうさせるのか
体育嫌いが子どもたちにもたらす影響とは、一体どのよう潅ものだろうか。当然のことな
がら、体育嫌いは放っておくと運動から遠ざかることとなる。このことから考えられる影響
としては、大きく３つに分けられる。
Ｌ体力の低下
Ｚ人間関係を狭くする
3．子どもらしさの喪失
埒
１．体力の低下
第二章のＩでも述べたように、体力低下が進む現代に、体育嫌いは日常の活発な行動を阻
害し、さらに体力の低下をもたらすこととなる。人間に必要な体力は、環境の変化に対応し
つつ健康を保っていく「防衛体力」を持つことであり、もうひとつは、筋力・柔軟性．敏捷
性・持久力・調整力・協調性・平衡感覚などの「行動体力」を身につけることであると現代
科学は説照している。この観点から言えば、体育嫌いは運動嫌いとをって日常の運動から遠
ざかることによって、「行動体力」は勿論のこと、「防衛体力ｊでさえもやがて失っていくこ
とになる。体育嫌いは、学童期だけに留まること左〈、生涯にわたって運動嫌いにしてしま
う恐れが元分にあるのだ。
体力とは、これまでに述べてきたように、生活を快適に過ごすためのものである。心の健
康と体の健康は、密接に関連していると考える。体力抜きで生き生きと過ごす健康はあり得
ない｡このようなことからも、『体育嫌いｊは更泰る体力の低下を招き、さらには健康を冒
すもとになってしまうのだ。
領
2．人間関係を狭くする
次に、体育嫌いは人澗関係を狭くする、という点が挙げられる。友達付き合いの範囲が限
定され、時に交友関係が極端に狭まることも珍しいことではない。
体育という教科は、他の教科と遮って「遊びｊが主要窪教材となってくる。低学年では、
8s
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生活科の授業などでも「遊び」が教材となることも少まくない。しかし、体育以外の教科で
は、遊びを教材とする期間は僅かであり、しかもそこから発展して系統的な知識や』支術の習
得に進むことがほとんどである。それに対して体育の教科では、ドッチボール、リレー、水
泳など、「遊び」が大きなウエイトを占めている。アンケート調査の結果でも見受けられた
ように、低学年ほど体育を苦手とする児童が少ないのは､児童の意識の中に、「体育」＝「遊
び」とあることも考えられるのだ。
この点から、逆に児童にとっては体育が交友を広げる「遊びｊの場であり、人間関係につ
いての多彩左内容を習得する時間に承ることは見逃してはならないことである。
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3.子どもらしさの喪失
最後に、体育嫌いは、子どもが子どもらしさを失うもとになってしまうという点である。
｢子どもは遊びの王様」という言葉を耳にしたことがある。時に子どもは、大人が思いつか
ないような遊びを発見したり、発展させたりする。「２人間関係を狭くする」でも述べたよ
うに、体育は遊びと大いに関係している。体育嫌いは、国語の漢字や算数の計算は得意であ
っても、跳んだり走ったり取っ組んだりといった子どもの世界では、自信がなく参加するこ
とができ左いといった「子どもらしく意い子ども」になってしまう恐れがある。
…
鱒
第墾章「教育実習における体育嫌いの児童の事例」
私は、教育実習で５年生の児童と共に－ヶ月間を過ごした。その中のひとり、Ａさんに
ついての事例を挙げたい。
Ａさんは、何よりも体育の授業を嫌っていた。体育の時間になっても体育着に着替えるこ
ともしようとせず、見学をすることがほとんどであった。体型は肥満傾向にあり、休み時間
も室内で過ごしていた。体育の時間は、うつむいていることが多かったように思う。
そのようなＡさんに変化があったのは、「からだほぐし」の授業であった。
〔平成１６年６月２日２時間目体育〕
からだほぐし
○スキップ（前・うしろ・右・左）
○ろくぼくの上まで登り、ぶらさがる
○２人組になる
・リズムにあわせてハイタッチをする
・鏡になり、相手の動きの真似をする
・相手の腕、足を持って;信ずる（引きずられる人は、力を抜いて）
・互いの背中を合わせたまま立ち上がる
○全員が体育館の真ん中に一列になって座為。奇数が「うまチーム｣､偶数を「うしチーム」
８６
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：とする。
教師が「う～う～､うま！」と言ったら､うまチームの児童が反対側の壁に向かって逃げる゜
うしチームは、それを追いかける
徽
典
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このような授業の展開であった。この授業で、Ａさんはいつも通り体育着に着替えること
をしなかったのだが、からだほぐしには参加した。この日の授業は、いわゆる「誰もができ
る簡単な運動」である。この授業の中で、初めてＡさんの笑顔を見ることができた。担任の
先生との交換ノートには、「今日の体育は楽しかった」と書いていたそうである。
特別に能力の差が出ない、順位がつくこともないこの日の授業は、Ａさんの体育に対する
意識に何らかの変化を与えたに違いない。その後の体育の時間は水泳の授業になったため、
Ａさんはずっと見学を続けることとなった。
爵
〔６月１０日昼休み〕
この日の昼休みは、クラス全員でドッチボールを行った。いつもは教室で休み時潤を過ご
すＡさんも、この日は友人たちの誘いで、校庭へと足を運んだ。男子チームと女子チームで
対戦したドッチボール。男子が優勢のまま試合が進み、女子のほとんどが外野へと出て行っ
てしまう中、Ａさんは何度もポールをキャッチした。
「Ａちゃん、すごい！」
「がんばれ、Ａちゃん」
この時のＡさんの表情は、生き生きとしていた。ポールを見つめる目は真剣そのものであ
り、自信に満ち溢れていたように見えた。
子どもは、他から認められた時に、その喜びを大きな自信へと繋げていく。
私が論文作成の協力を得に、小学校でアンケート調査をした際のことである。私が５年
生の教室を訪ねた時、丁度１時間目の体育が終わり、児童たちが教室へと戻ってくるところ
であった。一番最初に教室へと戻ってきたのがＡさんだったのだが、－つ変化している点が
見うけられた。Ａさんは、上着だけではあるが、体育着に着替えることをしていたのだ。そ
れは、Ａさんの「体育」が、僅かではあっても、プラスの方向へ向いている証なのだろう。
次のアンケート用紙は、その日にＡさんが書いたものである。〈次ページ〉
Ａさんは、ほとんどの運動を「大嫌い」と答える中、ポール運動に関しては「大好き」と
している。一番好き左ものは「ドッチボール」であり、この結果は、友だちからの応援を受
け、自分自身に自信がついた昼休みのちょっとしたきっかけから生まれたものであろうと私
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Ａさんと似たような結
果として、６年生の女子児
童のアンケートを紹介する
(略)。この児童は、体育の
時間の全部が嫌だと答えな
がらも、水泳の授業だけは
｢大好き」と書いている。
体寶についてのアンケート
５年男.臼
名前は高力滋いでください｡男の子か女の子か､どちらかをマルで力こんでください。
○1~７１雲;でのしつもんで､自分が思うところにマレをつけてください。
Ｌ体育の援案は好きですか，大好き･好き･ふつう･きらい.(‐、
2.持久定は好きですか？大好き･好き･ふつう･きらい:…
a水泳は好會ですが？六軒……｡:大きらい
4.ﾏｯﾄ運動は好きですか？大好き･好き･ふつう･きらい･ぜ…
5.とび箱は好きで諭迩？大好き･好き･鼻つう･きらい．…
6.銭ぽうは好きですか? 大好き･好き･ふつう･きらい…
7.ﾎﾞｰﾙをつかう通勤は好含ですか?痙曾好き･ふつう･きらい･大きらい
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；今回のアンケートの結
果、体育嫌いのＡさんにし
ろ、この６年生の女子児童
にしろ、全ての運動が大嫌
いであるという児童はいな
かった。つまり、思い切り
体を動かしてみたいという
欲求は、多くの児童に備わ
った欲求なのである。
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○自分の考えを､かっこの中に番いてください。
Z､体育の中で､－秀好きなものはなんですか？
（F辮売ボーノし）
２.体育の中で､苦手なものはなんで;うりｺﾜ
鱈欠走洲＜>氷･銭{まう
３体育のじゅざようの中で､うれしかったことはあり割勘？ある・②
どん鞍ことｵｴうれし力､ったですか?(淫､
４体育のじゃぎようでの中で､いやだったことはありま邦劇？遭参・ない
どんなごとがいやでしたか?(錘し針う.
第五章「まとめ」
今匝のアンケートによる研究を通して、全ての児童が、何かしら「おもしろい」と思える
ものを持っていることを確信できた。まとめとして、「体育嫌い」の指導法についての考察
を述べることとする。
体育嫌いの指導法として大切なのは、次の３つである。
1．児童一人ひとりの理解に努める
Ｚ仲間との関わりも大切にさせる
3．教材研究の工夫
児童一人ひとりがそれぞれに個性を持っているように、体育嫌いも様々である。児童と向
き合い、それぞれの児童をよくみつめる、という点が重要であり、児童理解への努力を憎し
8８
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鋲んではならない。体育嫌いの児童は、なんらかの形で教師に助けを求めている。思いきり運
動したいという欲求は、全ての児童が持っているのだから、これは当然のことである。教師
はいち早くそれに気付き、児童のために動かまければ在らない。それは、例えば授業中に声
をかけ、小さなことでも褒め、認めることであったり、時に一緒に歩幅を合わせ、並んで走
ってみることだったりするのだと私は考える。アンケートの結果の中で、「体育の授業でう
れしかったことは無い」と答える児童が大勢いた。そのよう左児童に対して、喜びを見い出
すきっかけをつくるのも、教師のこういった働きかけが必要にまってくるのだろう。
また、仲間の重要性も見逃すことはできない。仲間との心の葛藤も、体育嫌いのきっかけ
となることは前に述べた。仲簡凋士で援助し、励まし合う姿勢づくりに教師がつとめること
も、重要なポイントとなってくる。助け合いの場を考えることによって、「友だちに助けら
れるとできるようになる友だちと一緒にやると、積極的にできる」といった意識を児童に
持たせたい。このことは、体育の授業だけでなく、普段の学級経営にも充分に関係してくる
ことだ。
壌後に、教材についてであるが、児童が楽しいと感じさえすれば、内容はどうでもいいの
かというと、そのようなことはない。体育の時悶を、単なる「お楽しみタイムｊにするので
はなく、楽しさの中にも児童が考え、意欲を出せる授業作りが求められる。運動という「素
材」を、いかに「教材化」していくかが重要だ。そのためにも、教師自身がまず運動を好き
になり、教材研究をすることが求められる。
体育というものは、児童の心身発達に欠くことのできないものである。体育嫌いは、無く
さなければならないのだ。どの児童も、生き生きと体育に取り題んでいくことができるよう
に、教師は努力し、肯定的な関わりを持っていくことが重要であると考えられる。
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